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霊操と身体性  

sentir（感じる）と（霊的）感覚と〈気づき〉 
 

2022 年 5 月 29 日(日) 
イエズス会司祭 小暮康久 

 
1. 「霊操」とは‥イグナチオの「体験知」に基づく実践の書  

 
2. イグナチオの「体験知」としての「霊操」 
 
3. 「霊操」理解のキーワード「sentir（感じる）」と身体性の領域 
 
4. 「sentir（感じる）」は「霊的な識別」の土台となる「霊的な感覚」に通じていく 
 
5. 存在全体（霊と心と体）が静まっていくことと 〈気づき〉 
 
6. 存在全体が静まっている「場」に在るイエスの〈気づき〉 
 
7. 人間の三元論（霊・心・体）的構造 
「感覚」は、精神性（心）と物質性（体）の接点。（霊） による〈気づき〉 

 
8. 人間の三元論（霊・心・体）的構造と肉（サルクス）と霊（プネウマ）の現実 

 
9. 人間の三元論 (霊・心・身体) 的構造と罪（的外れ）からの解放－救済 

何故、「霊操」において sentir（感じる）と（霊的）感覚と 〈気づき〉が大切なのか 
を図解的に理解してみる 

 
  10. 図Ⅰ－１テサロニケにみる人間の三元論 
 

11. 図Ⅱ－肉：自己中心性による罪（的外れ） 
 
12．図Ⅲ－キリストの受肉による解放 
 
13. 図Ⅳ－霊的感覚と〈気づき〉の場  
 
14．まとめ 



罪（的外れ）からの解放 図資料 
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人間の三元論 (霊・心・身体) 的構造と罪（的外れ）からの解放 

神（愛・アガペ・慈悲）：esse 存在そのもの 

  

         esse へのひらけ      永遠 

                  
                                                 的外れ（ハター：罪）  
ens                                      ens 

まっすぐ (ツェデク：義) 

ens 存在者                           時間・空間  永久             

                                      
             

                                  
 
 
 

悪霊 

②                    識別,究明,瞑想,同伴の場 

              聖霊の働き（霊の促し） 

       肉③                霊(プネウマ：神の似姿)

肉(自己中心性:裁きの座)      ① 

（自力のみ: 防衛機制の源）          キリストの受肉(恩寵・他力) 

                   

身体（ソーマ）     傷         心・精神（プシュケー） 

 
 
 


	
	



